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10

月

20

日(

日)

ロ
ー
ド
ビ
ル
で
広
島
自

治
労
連
第

35

回
定
期

大
会
を
開
催
、
代
議

員
、
執
行
部
で

63

名

が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

経
過
報
告
で
は
浜
崎

書
記
長
が
被
団
協
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
、
２
０
２
６
年
に
広

島
開
催
予
定
の
地
方
自

治
研
究
全
国
集
会
、
賃

金
確
定
交
渉
、
地
域
手

当
問
題
、
組
織
拡
大
等

１
年
間
の
活
動
を
報
告

し
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
で
は
、
柴

野
書
記
次
長(

当
時
）

が
重
点
課
題
と
し
て

「
改
憲
阻
止
」
、
「
公

共
を
国
民
の
手
に
取
り

も
ど
す
」
、
「
給
与
制

度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
へ

の

闘

い
」
「
組

織

拡

大
」
を
、
三
宅
副
執
行

委
員
長
が
秋
季
年
末
闘

争
方
針
と
し
て
秋
の
運

動
参
加
へ
の
呼
び
か
け

を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
回
は
、
自
治

労
連
共
済
「
特
別
重
点

支
援
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
挑

戦
し
、
見
事
に
目
標
達

成
し
た
広
島
市
留
守
家

庭
子
ど
も
会
労
組
、
広

島
市
児
童
館
労
組
へ
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
討
論
で

は
、
９
人
の
代
議
員
・

傍
聴
者
か
ら
と
、
執
行

部
発
言
が
あ
り
、
各
単

組
よ
り
様
々
な
角
度
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

役
員
選
挙
で
は
初
の

オ
ン
ラ
イ
ン
選
挙
に
よ

り
新
し
い
執
行
部
役
員

を
選
出
。
今
回
で
退
任

す
る
平
松
執
行
委
員

長
、
柴
野
書
記
次
長
、

岡
原
執
行
委
員
か
ら
退

任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

最
後
は
、
中
石
新
執

行
委
員
長
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
新
体

制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。 

●
非
正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ

マ･

広
島
市
児
童
館
労
組 

大
上
代
議
員 

 

昨
年
は
日
任
用
会
計

年
度
任
用
職
員(

週

15

．
５
時
間
以
上
で

６
か
月
以
上
の
勤
務)

に
も
４
月
遡
及
を
勝
ち

取
れ
た
。
し
か
し
欠
員

が
多
す
ぎ
る
。
９
月

28

日
に
は
非
正
規
連

絡
会
ヒ
ロ
シ
マ
主
催
で

学
習
総
決
起
集
会
を
開

催
し
、

24

人
勧
の
内

容
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
時
の
総
務

省
通
知
、
全
国
の
運
動

の
前
進
を
学
ん
だ
。
団

結
署
名
で
は
昨
年
の
３

２
１
１
筆
を
超
え
る
３

３
０
０
筆
を
達
成
し
た

い
。

11

月
６
日
の
市

役
所
前
宣
伝
行
動
で
は

一
言
付
箋
を
貼
り
あ
わ

せ
「
正
規
と
同
じ
昇
級

を
！
！
！
！
」
の
横
断

幕
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
。 

●
広
島
市
児
童
館
労
組 

村
上
代
議
員 

 

児
童
館
に
は
男
性
職

員
も
お
り
中
学
生
も
来

館
す
る
た
め
、
男
女
別

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。
児
童
館
に
欠
員

は
な
い
が
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
欠
員
続
き

で
、
児
童
館
指
導
員
が

支
援
に
入
っ
て
い
る
。

欠
員
解
消
に
向
け
、
格

付
け
の
見
直
し
で
処
遇

改
善
を
求
め
る
。
10

月
18

日
の
仲
間
づ
く

り
交
流
会
で
は
「
対
話

と
交
流
」
に
つ
い
て
学

ん
だ
が
、
自
分
が
一
方

的
に
話
し
て
い
な
い
か

考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
今
後
は
み
ん

な
で
話
し
合
え
る
よ
う

に
し
た
い
。  

●
広
島
市
関
連
連
絡
会
・

広
島
市
都
市
整
備
公
社
職
労 

松
尾
代
議
員 

 
指
定
管
理
者
制
度
で

は
公
共
の
施
設
が
民
間

の
営
利
の
た
め
に
使
わ

れ
る
。
従
来
自
治
体
の

外
郭
団
体
と
し
て
運
営

さ
れ
て
き
た
が
、
指
定

管
理
者
制
度
で
は
仕
事

が
な
く
な
り
雇
用
が
不

安
定
で
、
人
員
・
賃
金

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

対
市
交
渉
で
は
職
場
の

問
題
を
訴
え
る
中
で
、

公
募
か
ら
非
公
募
へ
の

変
更
や
、
指
定
管
理
期

間
の
延
長
を
実
現
さ
せ

て
き
た
が
、
経
費
削
減

は
解
消
さ
れ
ず
良
い
方

へ
向
か
う
よ
う
訴
え
続

け
て
い
る
。
特
に
、
外

郭
の
嘱
託
職
員
の
処
遇

は
会
計
年
度
任
用
職
員

に
準
じ
な
い
。

10

月

24

日
の
統
一
要
求
書

提
出
、
11
月
20
日
の

交
渉
で
奮
闘
し
た
い
。 

●
広
島
介
護
労 

大
畠
傍
聴
者 

 

パ
ス
ピ
ー
の
廃
止
問

題
は
、
障
が
い
者
、
高

齢
者
に
と
っ
て
大
問
題

で
あ
り
、
広
島
市
に
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。
廃

止
後
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
乗

車
す
る
と
、
降
り
る
時

に
運
転
手
に
乗
っ
た
場

所
を
伝
え
ね
ば
な
ら

ず
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

す
ぎ
る
。
広
電
の
モ
ビ

リ
ー
デ
イ
ズ
は
車
内

チ
ャ
ー
ジ
不
可
、
ス
マ

ホ
決
済
か
現
金
チ
ャ
ー

ジ
は
広
電
営
業
所
だ
け

で
、
こ
れ
ま
た
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

●
広
島
市
留
守
家
庭
子

ど
も
会
労
組 下

村
代
議
員 

 

有
資
格
者
が
働
く
場

と
し
て
選
ば
な
い
の

で
、
ど
の
職
場
に
も
必

ず
欠
員
が
あ
る
。
処
遇

改
善
に
よ
り
、
選
ん
で

も
ら
え
る
魅
力
あ
る
職

場
に
し
た
い
。
労
働
運

動
で
時
給
１
５
０
０
円

以
上
を
要
求
し
、
物
価

高
騰
の
中
で
も
少
し
で

も
生
活
が
楽
に
な
る
よ

う
、

10

月
か
ら
の
賃

金
確
定
交
渉
で
引
き
続

き
処
遇
改
善
を
訴
え
て

い
く
。  

２０２５年度 大会スローガン  
戦争国家づくりを許さず、 

一人ひとりが尊重される憲法と 

地方自治がいきる社会を 

働きがいと魅力・希望ある職場、 

賃金・権利を確立し 

公共を取りもどそう 

10月20日(日)ロードビルにてオンライン併用開催 

討
論
で
は 

様
々
な
単
組
か
ら
発
言
が 

第33回 

自治体保育労働者の全国集会in広島に向けて   
～⑤ 全国集会でお待ちしています～ 

 

第
33
回
自
治
体
保
育
労
働

者
の
全
国
集
会
in
広
島
が
２

０
２
５
年
２
月

15
、

16
日

に
広
島
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

初
日
の
全
体
会
は
広
島
市

立
保
育
園
の
保
育
士
に
よ
る

平
和
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
全
国

の
な
か
ま
た
ち
を
歓
迎
し
ま

す
。
被
爆
80
年
と
い
う
節
目

に
広
島
市
で
の
開
催
。
さ
ら

に
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

も
あ
り
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
を
子
ど
も
た
ち
に

渡
し
た
い
、
と
い
う
思
い
が

さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
日
目
の
講
座
で
は
、
自

治
労
連
保
育
部
会
長
の
髙
橋

光
幸
氏
が
「
保
育
に
ワ
ク
ワ

ク
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
さ
れ
ま
す
。
髙
橋
氏
は
東

京
の
公
立
保
育
園
で
働
く
保

育
士
で
あ
り
な
が
ら
、
保
育

実
践
・
制
度
の
研
究
に
長
年

取
り
組
ま
れ
、
全
国
か
ら
講

演
依
頼
が
来
る
ほ
ど
で
す
！ 
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●
女
性
部
・
広
島
市
職
労 

橋
本
代
議
員 

 
女
性
部
は
毎
年
学
習

交
流
を
行
い
、
今
年
は

５
月
に
平
和
公
園
で
碑

巡
り
学
習
を
実
施
。
学

び
の
必
要
性
を
改
め
て

実
感
し
た
。
９
月
の
広

島
県
母
親
大
会
の
記
念

講
演
で
は
伊
藤
千
尋
さ

ん
よ
り
「
憲
法
９
条
は

当
時
の
幣
原
喜
重
郎
総

理
が
つ
く
っ
た
も
の
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
押
し
付
け
で
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
初

め
て
学
ん
だ
。
中
国
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
が
、

広
島
市
役
所
本
庁
の
各

フ
ロ
ア
ー
の
女
性
ト
イ

レ
は
２
個
、
男
性
は
９

個
。
市
職
労
女
性
部
と

し
て
労
安
上
、
女
性
ト

イ
レ
を
増
や
す
べ
き
と

要
求
し
、
こ
の
度
増
え

る
こ
と
に
な
り
良
か
っ

た
。
生
理
休
暇
を
取
得

し
や
す
く
す
る
た
め
、

本
意
で
は
な
い
が
「
健

康
サ
ポ
ー
ト
休
暇
」
と

名
称
変
更
し
、
更
年
期

も
含
め
男
性
も
取
得
で

き
る
よ
う
要
求
中
。
ま

た
、
更
年
期
か
調
べ
ら

れ
る
項
目
を
人
間
ド
ッ

ク
に
加
え
る
こ
と
や
、

孫
や
娘
の
出
産
の
際
に

も
孫
休
暇
が
使
え
る
こ

と
も
要
求
し
て
い
る
。 

●
府
中
町
留
守
家
庭
児

童
会
労
組 

武
内
代
議
員 

 

府
中
町
は
５
つ
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
約

７
５
０
人
の
児
童
が
在

籍
。
児
童
数
と
指
導
員

の
負
担
が
増
え
続
け
、

組
合
で
訴
え
て
今
夏
初

め
て
夏
休
み
の
み
入
会

希
望
の
高
学
年
児
童

63

人
を
町
が
断
っ
て

く
れ
た
。
そ
の
子
た
ち

が
ど
う
し
て
い
た
か
は

気
に
な
る
と
こ
ろ
。
新

年
度
入
会
受
付
業
務
は

段
階
的
に
町
が
行
う
よ

う
に
な
り
、
現
在
電
子

申
請
に
向
け
調
整
中
。 

 

●
広
島
市
職
労 

釜
野
代
議
員  

 

国
の
保
育
士
配
置
基

準
は
守
ら
れ
て
い
る

が
、
６
時
間
の
会
計
年

度
任
用
保
育
士
の
大
量

欠
員
が
生
じ
て
い
る
。

保
育
園
は
週
６
日
、
一

日
11
～
12
時
間
開
園

し
、
６
時
間
保
育
士
が

い
な
い
と
子
ど
も
た
ち

の
発
達
保
障
が
難
し
い

状
況
。
公
立
保
育
園
全

職
員
３
０
０
０
筆
を
目

標
に
団
結
署
名
に
取
り

組
み
、
欠
員
解
消
を
訴

え
た
い
。 

 

広
島
市
立
八
幡
東
保

育
園
が
令
和
８
年
度
３

月
末
で
閉
園
す
る
こ
と

で
、
在
籍
中
の
１
歳
～

年
少
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

42

名
が
転
園
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
ひ
ろ
し

ま
の
子
ど
も
を
守
る
実

行
委
員
会
要
求
書
提
出

で
は
、
契
約
条
項
に
土

地
返
還
の
申
し
出
が
２

か
月
前
ま
で
と
記
載
が

あ
る
こ
と
、
１
～
３
年

更
新
の
借
地
園
が
10

も
あ
る
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
。 

 
広
島
大
学
の
田
村
和

之
名
誉
教
授
と
の
ズ
ー

ム
懇
談
で
「
廃
園
に
は

条
例
改
正
が
必
要
。
廃

園
の
た
め
転
園
を
依
頼

す
る
行
政
の
行
為
は
、

議
会
軽
視
で
違
反
行

為
」
と
意
見
を
頂
い

た
。
広
島
市
公
立
保
育

園
保
護
者
会
連
絡
会
は

当
局
に
要
請
書
を
手
渡

す
予
定
。
色
々
な
人
と

手
を
取
り
合
い
保
育
園

を
守
り
た
い
。 

●
市
労
組
み
よ
し 

大
谷
代
議
員 

 

三
次
市
中
心
部
に
市

立
中
央
病
院
他
箱
物
が

集
中
し
、
箱
物
事
業
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
人
口
減
少
対
策

と
し
て
の
公
共
整
備
で

あ
り
、
君
田
の
よ
う
な

旧
村
の
切
り
捨
て
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
職

員
は
中
途
退
職
が
後
を

絶
た
な
い
が
、
新
採
は

少
な
い
状
況
。
労
組
と

し
て
は
職
員
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
い
、
目
配

せ
を
し
て
い
る
。
旧
君

田
村
は
20

年
前
に
三

次
市
に
合
併
し
た
が
、

広
島
自
治
労
連
君
田
村

職
労
の
仲
間
は
こ
れ
ま

で
脱
退
す
る
こ
と
な
く

続
い
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
地
に
足
を
つ
け
た

活
動
を
続
け
た
い
。 

●
広
島
自
治
労
連 

木
下
副
執
行
委
員
長 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
担
当
職
員
と
し
て
国

に
振
り
回
さ
れ
、
困
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、

認
知
症
の
方
や
重
症
入

院
患
者
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

な
け
れ
ば
、
と
困
っ
て

い
る
が
国
か
ら
の
回
答

は
な
く
、
現
場
は
混
乱

し
て
い
る
。
発
行
数
も

増
え
て
多
忙
。 

 

賃
上
げ
の
風
が
吹
い

て
い
る
の
で
、
情
勢
を

伝
え
な
が
ら
、
労
働
組

合
に
結
集
し
要
求
す
る

こ
と
で
賃
上
げ
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
声
に

し
、
組
織
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
。 

新執行部一覧 

どうぞよろしくお願いいたします

 

10
月
18
日
（
金
）
、
非

正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ

（
広
島
市
職
労
、
留
守
家

庭
労
組
、
児
童
館
労
組
、

市
会
計
労
組
の
４
労
組
）

は
、
市
当
局
に
対
し
て
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

金
確
定
統
一
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。 

 

交
渉
に
は
59
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
平
松
代
表
か

ら
今
年
の
重
点
要
求
と
、

２
６
８
１
筆
の
「
広
島
市

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を

求
め
る
要
請
書
（
団
結
署

名
）
」
を
児
玉
人
事
部
長

に
提
出
し
ま
し
た
。
室
内

い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
数

や
、
１
回
目
の
提
出
と
し

て
は
最
多
の
署
名
数
は
、

待
遇
改
善
へ
の
思
い
の
強

さ
の
表
れ
で
す
。 

 

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ

る
生
活
の
圧
迫
、
欠
員
状

態
で
の
現
場
、
昇
給
上
限

の
撤
廃
、
正
規
と
同
等
の

待
遇
等
を
求
め
て
そ
れ
ぞ

れ
の
単
組
が
訴
え
ま
し

た
。 

 

10
月
23
日
（
水
）
、
広

島
市
関
連
労
組
連
絡
会
は

「
２
０
２
４
年
度
関
連
連

絡
会
秋
の
統
一
要
求
書
」

と
団
結
署
名
８
５
４
筆
を

提
出
し
ま
し
た
。 

 

重
点
と
し
て
物
価
上
昇

に
見
合
う
賃
上
げ
、
生
活

安
定
の
た
め
の
指
定
管
理

の
非
公
募
化
、
職
員
の
昇

給
を
見
込
ん
だ
指
定
管
理

料
の
算
定
を
市
に
求
め
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昨
年
か
ら
継
続

協
議
中
の
非
常
勤
嘱
託
職

員
の
増
額
報
酬
改
定
と
４

月
遡
及
を
改
め
て
訴
え
、

市
と
の
協
議
の
進
捗
状
況

の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
点
で
は
都
市
整
備

公
社
、
文
化
財
団
が
市
の

承
認
を
得
、
年
内
支
給
が

限
定
的
な
が
ら
あ
る
こ
と

は
、
非
常
に
大
き
な
成
果

で
す
。 

 

し
か
し
、
指
定
管
理
部

分
は
市
か
ら
の
財
源
支
援

は
な
く
、
既
存
の
指
定
管

理
費
か
ら
の
支
出
に
な
る

た
め
、
他
の
団
体
は
、
市

と
の
協
議
は
行
っ
て
い
る

が
財
源
問
題
で
い
ま
だ
実

施
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
と
の
回
答
で
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
粘
り
強
く

訴
え
て
い
き
ま
す
。  

 

広
島
市
関
連
連
絡
会 

 

非
正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ 

非正規ヒロシマ交渉の様子 

関連連絡会交渉の様子 

原爆ドームを平和のバナーで囲もう 

県民集会 憲法学習会 


